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圃
嚢
圏

〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
…
〉

　
（
↓
ず
。
ヨ
①
ω
℃
ω
巴
ヨ
。
づ
）
に
つ
い
て

滝
　
沢
　
武
　
入

　
　
　
　
一

　
最
近
の
グ
ノ
…
シ
ス
主
義
研
究
は
、
次
の
こ
と
を
次
第
に
明
ら

か
に
し
て
き
た
。
つ
ま
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
は
、
キ
リ
ス
ト
教

か
ら
派
生
・
分
裂
・
堕
落
し
て
生
じ
た
単
な
る
「
分
派
」
、
「
異
端
」

で
は
な
く
、
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
に
、
少
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
と

同
時
代
に
、
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
無
関
係
に
成
立
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
非
キ
リ
ス
ト
教
的
・
前
キ
リ
ス
ト
教

的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
を
私
は
「
原
始
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
」
と
呼
ぼ

う
と
思
う
。
原
始
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
姿
を
解
明
す
る
た
め
に
用

い
る
こ
と
の
で
き
る
直
接
史
料
は
極
め
て
少
な
く
、
　
い
わ
ゆ
る

〈
真
珠
の
歌
〉
と
く
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
、
及
び
「
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ

文
書
偏
に
含
ま
れ
て
い
る
一
五
ほ
ど
の
非
キ
リ
ス
ト
教
約
グ
ノ
ー

シ
ス
主
義
文
書
で
あ
る
。
　
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
の
非
キ
リ
ス
ト

教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
丈
書
の
中
で
、
現
在
ま
で
に
、
そ
の
テ
キ

ス
ト
が
出
版
さ
れ
た
の
は
『
ア
ダ
ム
の
黙
示
録
』
の
み
で
あ
る

（
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
文
鰹
と
『
ア
ダ
ム
の
黙
示
録
』
に
関
し
て
は
、
荒
井
献
『
原

始
キ
リ
ス
ト
教
と
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
』
一
九
七
一
年
、
岩
波
書
店
、
｝
五
七
一

一
九
五
頁
を
参
照
）
。
〈
真
珠
の
歌
〉
に
つ
い
て
、
私
は
、
不
充
分
な

が
ら
す
で
に
論
じ
て
あ
る
の
で
（
『
日
本
の
神
学
』
九
、
『
宗
教
研
究
』

二
〇
七
、
『
基
督
教
学
』
六
）
、
以
下
に
お
い
て
は
、
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉

を
取
り
あ
げ
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
二

　
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
は
、
一
九
三
〇
年
に
○
碧
｝
ω
o
げ
日
曜
費
に
よ

っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
の
ζ
鼠
言
①
齢
竃
p
。
象
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た
コ

プ
ト
語
の
マ
ニ
教
詩
篇
集
の
中
に
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
コ
プ
ト

語
テ
キ
ス
ト
と
英
語
訳
は
、
　
一
九
三
八
年
、
○
口
●
ρ
諺
＝
ぴ
①
廷
図

（
臨
』
§
ミ
ら
ぎ
§
醤
♪
ミ
ミ
』
8
画
凝
）
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。

こ
の
マ
ニ
教
の
詩
篇
集
は
、
二
八
九
篇
の
詩
篇
に
よ
っ
て
そ
の
主

要
部
分
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
続
く
詩
篇
群
に
は
、
も
は

や
番
号
が
附
さ
れ
て
お
ら
ず
、
コ
プ
ト
語
の
索
引
に
も
載
せ
ら
れ
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て
は
い
な
い
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
、
こ
．
の
詩
篇
集
の
編
集
者
が
、
マ
ニ
教
の
あ
．
る

共
同
体
の
公
の
頒
歌
本
で
あ
る
二
八
九
の
詩
篇
の
後
に
、
そ
れ
ら

と
類
似
し
た
詩
篇
を
捜
し
て
き
て
附
加
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
考

え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
の
出
所
を
、
　
た
だ
ち

に
エ
ジ
プ
ト
の
マ
ニ
教
集
団
に
求
め
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

縛
幽
ω
鱗
く
Φ
あ
α
鎚
⑦
吾
2
α
q
ぴ
（
恥
ミ
駄
凡
象
凡
惹
駄
、
ミ
O
o
二
二
』
§
、
ミ
ら
｝
§
謡

、
旨
ミ
サ
し
ご
。
暮
》
H
逡
Φ
）
は
、
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
が
、
主
体
と
し

て
、
　
マ
ニ
教
文
献
よ
り
も
、
　
マ
ン
ダ
教
文
献
に
親
密
性
を
有
し
て

い
る
と
指
摘
し
た
。
〉
．
〉
山
斗
（
b
威
勢
ミ
ミ
§
叙
上
吻
ド
。
ぎ
ミ
塞

ミ
ミ
栽
翁
、
ミ
。
N
§
期
偽
駄
ミ
恥
N
ミ
磯
ミ
繋
馬
嬢
9
ミ
ミ
・
凡
悪
ミ
き
ミ
，
O
㌧
§
－

銀
盤
ヒ
ご
三
一
く
b
う
鼻
》
H
㊤
①
ゆ
）
も
、
　
こ
の
点
を
更
に
詳
細
に
展
開
し

た
。
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
が
、
最
初
期
の
マ
ン
ダ
教
の
共
同
体
の

一
つ
と
何
ら
か
の
連
関
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
成
立
年
代
・
出
所
・
著
者
に

つ
い
て
明
確
な
こ
と
は
何
も
言
え
な
い
。
O
・
O
o
言
①
（
O
δ
↓
財
♀

ヨ
p
ω
三
巴
ヨ
⑱
p
⇔
『
o
ゴ
δ
瓢
。
｝
○
ひ
q
ヨ
。
げ
窪
雲
×
℃
葺
回
ζ
一
同
“
仙
璽
ひ
q
①
。
。
－

〇
三
〇
｝
訴
Φ
匹
巽
。
ユ
。
コ
＄
＝
。
。
0
7
Φ
謬
○
コ
。
巴
∫
ぎ
…
諭
ミ
，
奪
ミ
潮
＼
奪
し

＼
ぐ
N
欺
浮
馬
杣
匠
栽
（
〕
、
ζ
、
、
肥
馬
、
戦
袋
遷
漂
刈
”
】
b
①
《
ω
．
相
↓
一
り
Q
O
）
は
、
〈
ト
マ

ス
の
詩
篇
〉
の
著
者
を
マ
ニ
の
弟
子
ト
マ
ス
と
考
え
、
成
立
年
代

を
A
・
D
・
二
鶯
○
～
二
七
胤
年
と
考
え
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
根

拠
も
な
く
、
説
得
力
に
乏
し
い
。
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
の
「
ト
マ

ス
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
や
は
り
文
学
的
虚
構
と
考
え
る
べ
き

で
あ
り
、
こ
の
詩
篇
集
の
編
集
者
が
、
そ
の
著
老
を
マ
ニ
の
弟
子

ト
マ
ス
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
し
た
も
の
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
三

　
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
…
〉
の
原
典
は
、
ア
ラ
ム
的
ツ
な
シ
リ
ア
駈
隅
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
二
〇
の
詩
篇
か
ら
成
り
、
全
体
は
二
つ

の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
第
一
～
一
三
篇
は
「
表
題
の
あ
る
詩

篇
」
で
あ
り
、
神
話
論
的
に
語
ら
れ
、
よ
り
古
い
時
代
に
属
す
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
半
の
第
一
四
～
二
〇
篇
は
「
表
題
の
な

い
詩
篤
」
で
あ
り
、
エ
ン
ク
ラ
テ
ィ
ス
派
的
な
現
実
世
界
に
対
す

る
拒
絶
と
禁
欲
が
そ
の
支
配
的
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
。
非
キ

リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
・
王
義
の
史
料
と
し
て
は
、
第
一
～
一
三

篇
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
、
一
貫
し
て
魂
の
救
済
が
テ
ー
マ

で
あ
り
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
。
〈
ト
マ
ス
の
詩

篇
〉
第
一
篇
は
、
最
も
重
要
で
あ
り
、
》
詠
ヨ
は
、
　
こ
の
第
一

篇
を
「
萌
芽
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
最
初
の
文
書
」
（
窪
器
。
話
搭
ω
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U
o
障
餌
ヨ
Φ
三
傷
鶏
≦
Φ
鼠
①
郎
鮎
①
コ
0
5
0
。
。
互
と
呼
ん
で
、
B
・
C
・
二

世
紀
の
終
り
頃
に
は
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と
推
定
す
る
。
『
ソ

ロ
エ
、
ン
の
知
恵
』
と
の
平
行
関
係
か
ら
の
み
な
さ
れ
て
い
る
こ
の

年
代
決
定
に
は
疑
問
が
あ
る
が
、
第
一
篇
が
、
と
に
か
く
キ
リ
ス

ト
教
以
前
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
か
な
り
早
い
時
期
に
ま
で
遡

り
得
る
と
い
う
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
パ
ル
テ
ィ

ア
の
神
話
論
を
素
材
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
そ
の
物
語
は
、

全
く
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
な
性
格
を
有
し
て
い
る
。
荒
井
献
氏

に
よ
れ
ば
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
ぱ
、
次
の
三
つ
の
モ
チ
…

フ
か
ら
形
成
さ
れ
る
の
だ
が
（
前
掲
書
、
三
五
〇
頁
）
、
〈
ト
マ
ス
の

詩
篇
〉
第
一
篇
は
、
そ
れ
ら
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
反
宇
宙
的
二
元
論
」
貧
ロ
臨
8
。
。
ヨ
甲

南
墨
房
ヨ
）
は
、
天
上
の
光
の
世
界
と
深
淵
の
闘
の
世
界
、
光
の
子

と
悪
の
子
の
戦
い
で
表
わ
さ
れ
て
い
る
。
現
実
世
界
は
、
「
地
獄
」
、

「
闇
」
、
「
深
淵
」
で
あ
り
、
光
に
属
す
る
も
の
は
、
そ
れ
ら
悪
霊
の

諸
力
の
麦
配
下
に
捕
え
ら
れ
て
い
る
。
次
に
、
　
「
救
済
者
」
の
割

勘
は
、
「
光
の
子
」
が
見
事
に
演
じ
て
い
る
し
、
「
究
極
的
存
在
と

人
間
の
本
来
的
自
己
は
本
質
に
お
い
て
一
つ
で
あ
る
と
い
う
救
済

の
認
識
」
は
、
こ
の
第
一
篇
で
は
、
「
至
高
者
」
な
る
父
の
認
識
で

あ
り
、
そ
の
父
の
も
と
に
連
れ
帰
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、
再
び

本
来
的
な
自
己
に
帰
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
四

　
第
二
～
一
三
篇
は
、
い
ず
れ
も
、
第
一
篇
よ
り
後
期
に
成
立
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
年
代
も
決
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
れ
ら
の
詩
篇
の
物
語
も
す
べ
て
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
的
な

も
の
で
あ
り
、
更
に
非
キ
リ
ス
ト
教
的
な
も
の
と
考
え
れ
ら
よ
う
。

そ
の
中
心
テ
ー
マ
は
、
第
一
篇
と
嗣
様
に
、
入
間
の
本
来
的
自
る

己
で
あ
「
魂
」
の
救
済
の
問
題
で
あ
り
、
悪
霊
と
闇
の
懐
妊
か
ら

解
放
さ
れ
て
、
再
び
本
来
的
な
光
の
父
の
国
へ
帰
る
べ
き
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
。
「
救
済
者
」
の
役
割
は
、
主
と
し
て
や
は
り
、

「
光
の
子
」
が
演
じ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
三
篇
一
八
節
の

次
の
句
で
あ
る
。
「
彼
は
、
遣
わ
さ
れ
た
者
を
呼
ん
だ
。
生
命
の

小
部
屋
、
す
な
わ
ち
理
性
を
」
（
国
旗
ぴ
Φ
民
望
Φ
ぎ
曾
○
①
ω
鎚
庫
＄
P

①
貯
①
愚
詠
臼
ヨ
興
働
随
い
Φ
げ
窪
即
b
魁
解
離
。
ゴ
蝕
Φ
＜
①
謎
語
昧
計
画
“

》
住
㊤
ヨ
リ
愚
・
竃
野
ω
．
刈
）
。
　
つ
ま
り
、
こ
こ
で
は
、
「
救
済
老
」
が

「
理
性
」
（
＜
巽
同
毎
ロ
ε
と
呼
ば
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
私
は
、
『
宗

教
研
究
』
二
〇
七
に
お
い
て
、
〈
真
珠
の
歌
〉
の
救
済
者
た
る
「
手
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紙
」
が
「
超
越
者
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
内
在
者
」
で
も
あ
る
こ

と
を
示
し
つ
つ
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
「
救
済
者
」
　
二
般
の
性
格

が
、
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る
「
良
心
し

（
【
｝
㊦
ゼ
く
陣
q
α
ω
①
類
）
に
よ
っ
て
実
存
論
的
に
解
釈
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を

論
じ
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
の

こ
の
箇
所
か
ら
も
明
ら
か
に
皮
持
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
〈
ト
マ
ス

の
詩
篇
〉
に
お
い
て
も
、
救
済
者
た
る
「
光
の
子
」
は
、
や
は
り

人
聞
の
「
良
心
」
、
「
理
性
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
（
更

に
五
・
二
凶
を
参
照
）
。
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
お
け
る
「
救
済
」
は
、

人
意
の
「
良
心
」
、
「
理
性
」
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
「
慮
己
救
済
」

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
五

　
さ
て
、
》
山
餌
曄
は
、
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
の
五
・
八
～
一
一
と
、

八
・
二
四
～
二
六
の
中
に
は
、
「
仮
現
説
」
（
α
0
8
篇
。
。
ヨ
）
さ
え
見

い
出
さ
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
〉
島
山
ヨ
の
こ
の
見
解
に
つ
い
て

は
、
勺
・
を
Φ
碍
⇔
部
象
（
b
ミ
、
b
o
ぎ
職
偽
ミ
§
凡
ミ
q
暗
べ
｝
℃
も
鋳
、
§
ミ
ミ

ミ
嵐
斗
駄
ミ
轟
き
き
ご
ひ
q
ン
ら
、
～
§
肉
ミ
ペ
驚
罫
簿
§
偽
叙
義
難
g
欺
Q
謡

卜
N
、
ミ
・
ミ
ミ
叙
ミ
，
騎
》
H
り
⑦
H
）
や
荒
井
献
氏
（
前
掲
習
、
三
二
五
一
三
二
七

頁
）
が
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
　
，
仮
現
説
」
を
認
め
る
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
。
　
「
仮
現
説
篇
は
、
　
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
が
キ
リ
ス
ト
教

と
接
触
し
て
は
じ
め
て
生
じ
た
も
の
で
あ
り
、
グ
ノ
…
シ
ス
主
義

の
中
心
的
な
特
徴
と
は
…
冨
え
な
い
。
従
っ
て
、
蔚
キ
リ
ス
ト
教
的

な
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
の
中
に
「
仮
現
説
」
が
存
し
な
い
の
は
当

然
で
あ
る
し
、
そ
れ
が
存
し
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
〈
ト
マ

ス
の
詩
篇
〉
が
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考

え
る
べ
き
で
も
な
い
。

　
　
　
　
六

　
〈
ト
マ
ス
の
詩
篇
〉
は
、
箭
キ
リ
ス
ト
教
的
な
グ
ノ
ー
シ
ス
主

義
交
書
で
あ
り
、
そ
の
物
語
に
は
、
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
本
質
を

形
成
す
る
エ
、
チ
ー
フ
が
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
詩
篇
か
ら
も
、
グ
ノ
ー
シ
ス
霊
義
が
、
少
な
く
と
も
キ
リ
ス

ト
教
と
ぱ
独
立
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
、
キ
夢
ス
ト
教
と
接
触
す
る
以
前
の
「
原

始
グ
ノ
…
シ
ス
主
義
」
の
姿
は
、
　
ナ
グ
・
ハ
マ
デ
ィ
文
書
に
念
ま

れ
て
い
る
非
キ
リ
ス
ト
教
的
グ
ノ
ー
シ
ス
主
義
の
テ
キ
ス
ト
が
、

今
後
次
々
と
多
弁
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
明
ら
か
な
も
の
と
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

［
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